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犬飼　周佑 犬飼歯科医院

大学のモデルコアカリキュラムや歯科医師国家試験出題基準に記載されるようになったが、まだまだ多くの歯科医師が睡眠時無呼吸について知らないのが現状であるため、今

まで大学で学んできたエビデンスの知識と、臨床医としての経験をもとにして、多くの歯科医師の先生方に知っていただけるよう、また睡眠歯科分野の発展に貢献していけるよう、

頑張りたいと考えています。

藤巻　弘太郎 ぶばいオハナ歯科
日本の睡眠医療とスポーツ医療の懸け橋となれるよう、両側面から啓発していきたい。また国民の健康に寄与すべく、睡眠歯科分野における臨床および研究を行い、睡眠歯科・

睡眠医療の分野の発展に貢献していきたい。

猪子　芳美 日本歯科大学新潟病院 睡眠歯科の発展と正しい知識をより多くの歯科医師に広めるために、今後も誠意努力する所存です。

山本　知由 あいち小児保健医療総合センター　歯科口腔外科 入会10年経過していました。睡眠歯科の為、睡眠歯科学会の基礎作りの為もう少しがんばらせていただきたいと考えています。

中島　隆敏 なかじま歯科クリニック 評議員として睡眠歯科の普及に精進いたしますのでよろしくお願い申し上げます。

濱田　傑 近畿大学病院　歯科口腔外科
口腔内装置の副作用の1つとして顎関節障害があるが、顎関節学会と睡眠歯科学会の双方に所属している会員は少ない。双方に所属する者として、顎関節の知識を睡眠歯科学

会に広めるしくみを構築できないか試みてみたい。

阪井　丘芳 大阪大学大学院歯学研究科高次能口腔機能学講座顎口腔機能治療学教室
日本睡眠歯科学会の評議員候補者として立候補いたします。当教室では、長年、睡眠時無呼吸症候群の臨床、教育、研究に関わってきました。医療の中での1つ疾患というより

も歯科医学の一分野として、基礎医学的、臨床医学的な視点から学術的発展に貢献したいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

鈴木　浩司 日本大学松戸歯学部　口腔健康科学講座　顎口腔機能治療学分野

日本大学松戸歯学部の鈴木浩司でございます。現在私は、睡眠歯科に関する臨床、研究、教育に従事しておりますが、まだまだ解らないことだらけです。しかし、歯科の新しい分

野として睡眠歯科学を定着させていくために、日々勉強に勤しんでおります。評議員となった暁には、他の先生方と力を合わせて、睡眠歯科医療の発展に全力を尽くしたいと考え

ています。よろしくお願い致します。

佐藤　一道 東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座
私はこれまで日本睡眠歯科学会において、診療ガイドラインの作成業務また学術委員会として主催セミナーの運営を担当してきました。この経験とknow-howを生かし、本学会の

更なる発展に寄与したいと考えております。

伊藤　邦弘 愛知医科大学病院　歯科口腔外科
一昨年2017年は認定医資格を取得させて頂き、また昨年は総会・学術集会で優秀発表賞を頂きました。この度、睡眠歯科学会の評議員に立候補させて頂き、さらなる歯科にお

ける睡眠医療の発展に少しでも貢献させて頂ければと考えています。

渡邊　裕 北海道大学大学院歯学研究院口腔健康科学分野高齢者歯科学教室 大学の教員、研究者、臨床医として、睡眠歯科医療に関する、教育、研究、臨床を推進するとともに、睡眠歯科医療のさらなる普及啓発に努めてまいります。

松本　浩一 医療法人社団　松本歯科医院

日本睡眠歯科学会の前身である日本睡眠歯科医療研究会に設立当初より所属し、同研究会に平成16年6月開催の第2回大会より参加しております。同年4月の口腔内装置歯

科保健導入に際には広島県歯科医師会学術部で担当となり、徳永豊医師（日本睡眠歯科学会会員）と連携しつつ、睡眠時無呼吸症の疾患の概念および口腔内装置の作成につ

いての教育啓発活動を行いました。以後現在まで県内各地区にて講演活動を行っております。今後も、睡眠学会の発展のため、協力したいと思います。

植野　芳和 一般財団法人　松翁会歯科診療所
今まで、2期4年にわたり、評議員、教育委員会　委員、認定審査委員会　委員、理事長諮問委員会　委員として学会業務に携わって参りました。また日本睡眠学会歯科専門医と

して多くの医療機関の先生と医療連携を図って参りました。そうした臨床経験を日本睡眠歯科学会の皆様に少しでもフィードバックしたいと考え立候補致しました。

山田　史郎 愛知医科大学病院　歯科口腔外科 現在、監事（評議員）ですが、本学会が大きな転換期に差し掛かっており、評議員として学会の今後の方向性に関与して行きたい。

江﨑　和久 睡眠科学研究所江崎歯科内科医院
2003年の入会以来、本学会の発展のため睡眠歯科学の臨床ならびに研究に勤めてまいりましたが、今後、新たな気持ちで睡眠歯学の普及ならびに発展のために、他の関連学

会とも連携し、本会のさらなる発展のため、より活発な学会運営を行って行く所存であります。

塚本　裕介 塚本歯科医院 日本の睡眠歯科医療の発展、および会員の知識・技能の向上に寄与できるよう、誠心誠意、取り組んでいく所存であります。

夫馬　吉啓 グリーンデンタル夫馬 睡眠歯科医療の更なる発展のため、微力ではありますがお手伝いさせて頂けたら幸いです。

長谷川　彰則 JCHO京都鞍馬口医療センター　歯科・口腔外科

愚性は、JCHO京都鞍馬口医療センター　歯科・口腔外科において、長年、地域の睡眠医療機関からOA作成依頼を、そして、地域の開業歯科の先生からSAS治療の相談・依頼

を数多くいただいております。また、京都府立医科大学歯科非常勤講師、京都府病院歯科医会副会長を拝命しておりますので、京都における睡眠歯科医学の普及発展に尽力し

たいと思います。

對木　悟 公益財団法人神経研究所　研究部睡眠学研究室 我が国の睡眠歯科医学ならびに睡眠歯科医療の発展に尽力する所存です。

佐藤　光生 佐藤歯科医院 理事長指名理事として社会保険を担当してまいりました。今後も睡眠歯科学会の力になれるよう尽力を尽くしたいと思います。宜しくお願い申し上げます。

柳本　惣市 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科口腔腫瘍治療学分野
「睡眠呼吸障害治療のための口腔内装置や上気道を開放する手術の研究や臨床を推進し、治療に直接かかわる歯科医師の教育研修を進める」という日本睡眠歯科学会の目

的に賛同し、学会評議員として尽力したいと考えています。

佐藤　貴子 日本大学歯学部付属歯科病院　口腔外科

閉塞性睡眠時無呼吸症（OSA）という疾患が一般的に認知されてきたことにより、その治療を希望する患者は年々増加している。しかしすべての歯科医師がOSA治療について習

熟しているとは言い難い。そのため、本学会の講習会などの活動によりOSA治療法の普及に努めるとともに、学術誌を充実化させることにより、睡眠医療の発展に貢献したいと考

えております。

外木　守雄 日本大学歯学部　口腔外科学講座

日本睡眠歯科学会はその黎明期の目的である“日本に睡眠歯科学を広める、認知させる”という使命を終え、次の段階への発展をする時期に来ております。それには学会のあり

方、基盤を盤石なものにしなくてはなりません。まず、1、日本歯科医学会へ加盟する。2、日本歯科専門医機構へ加盟し、睡眠歯科認定医制度を社会的に認知させ、歯科専門医

資格を取得する。3、選挙制度を確立し開かれた学会になる。4、認定医制度を広く認知させ、多くの認定医を作る。5、保健医療制度へ学術的な意見を提供し、適切な睡眠歯科医

療を確立する。などか近々の課題となっております。1,2、は既に2回加盟申請を行い、修正すべき点は修正して本年度3回目のトライをするところです。3については、今回、実施

の運びとなりましたが、今度制度として根付くことが大切です。4はまだまだ受験者が少ないのが現状です。広く認知されその有用性が浸透するよう努力してまいります。5、は各

改定年度にそれなりに反映されておりますが、本年度の改定に際して下顎の前方位を設定する“下顎タイトレーション法”を口腔外科学会、日本睡眠学会と共同で提案していま

す。これは前回改定で口腔内装置の咬合採得が装置2でしか算定できなく著しく不都合が生じていることを是正するためです。今後、学会指導の講習会の設定も含めて下顎タイ

トレーション法を広めてまいります。私が掲げました1-5の短期目標を達成するには、会員の皆様が協力が是非とも必要です。多くの会員が日本睡眠歯科学会へ加盟してよかっ

たと思える学会にしてまいりたいと考えます。どうかご支持をお願いします。

槙原　絵理 九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野 睡眠歯科学会の発展のため、鋭意努力致します。

鱒見　進一 九州歯科大学顎口腔欠損再構築学分野 睡眠歯科学会の発展のため、鋭意努力致します。

川上　哲司 奈良県立医科大学口腔外科学講座 国民の睡眠障害に関する知識を高め、睡眠呼吸障害治療に歯科医師の果たす役割を認識して頂くように働きかけ、睡眠（歯科）医療に貢献します。

後藤　基宏 たろう歯科クリニック 引き続き評議員として学術、教育活動を中心に活動していきたいと考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

小林　正治 新潟大学組織再建口腔外科学分野 睡眠歯科医療の発展と国民の健康増進に寄与できるように活動したいと思います。

古橋　明文 愛知医科大学大学院医学研究科口腔外科学
所属施設における睡眠時無呼吸疾患への治療経験、知識をものに、日本睡眠歯科学会の発展および、地域における睡眠歯科医療の普及・市民への啓蒙活動に尽力するつもり

である。

入江　道文 医療法人　道文会　入江クリニック

今まで外木理事長の下、3期6年にわたって評議員として、また学会教育委員・認定委員として学会業務に携わって参りました。近年海外では、矯正歯科と睡眠呼吸障害との関係

がクローズアップされている中、皆様のご支援を頂戴しながら矯正歯科医としての経験を活かし、引き続き少しでも日本睡眠歯科学会の皆様のお役に立ちたいと思いを強くしてい

ます。

田上　隆一郎 久留米大学医学部歯科口腔医療センター 貴学会評議員に立候補します。

岩永　賢司 近畿大学医学部　内科学　呼吸器・アレルギー内科部門
睡眠時無呼吸症候群の診療を、近畿大学附属病院歯科・口腔外科と協同で行っております。今後、益々歯科と医科との連携を進めて、本学会の発展に寄与できれば幸いと考え

ております。

中野　旬之 大坂医科大学　感覚器機能形態医学講座　口腔外科学教室 これまでと同様に、エビデンスレベルの高い睡眠歯科治療を継続するだけでなく、今後は睡眠歯科における研究・教育も積極的に行っていく所存です。

大亦　哲司 紀南病院　歯科口腔外科 本学会に貢献出来る様頑張る所存です。

角谷　寛 滋賀医科大学　睡眠行動医学講座 睡眠医療は多分野の連携が必要な領域であり、歯科と連携する医科に所属するものとして、日本睡眠歯科学会の発展に貢献していきたい。

田賀　仁 JR東京総合病院　歯科口腔外科

私は大学院時代より、睡眠時無呼吸症の臨床に携わっており、以来、長年に渡り各科の連携（医科・歯科だけでなく歯科の各科）で成り立つ睡眠歯科医療の重要性に魅せられて

きました。現在は鉄道会社の企業立病院に勤務し、運転業務や交代制勤務職員の健康管理にも従事しており、今後の睡眠歯科治療の発展に責任を持って貢献する所存であり

ます。評議員の立場より、幅広く本会発展のために貢献したいと考えておりますので、何卒、宜しくお願い申し上げます。

田村　仁孝 小松病院 病院歯科での睡眠歯科の役割の一つとして、他科、病院、開業医との連携の必要性を中心に、本学会でも貢献したいと考えています。

柏﨑　潤 旭ヶ丘ジュン歯科 睡眠歯科学会の発展のため貢献したい。

松尾　朗 東京医科大学　茨城医療センター　歯科口腔外科

現在、本学会認定審査会委員長を拝命しており、昨年、本学会総会学術大会を担当させていただきました。現在、茨城県歯科医師会睡眠時無呼吸症医科歯科連携登録ネット

ワークの代表相談役や東京医科大学茨城医療センターにおける日本睡眠学会登録施設の代表者も務めており、今後も本邦における睡眠歯科治療の発展に微力ながら貢献して

いく所存であります。評議員の立場より、幅広く本会発展のために貢献したいと考えておりますので、何卒、宜しくお願い申し上げます。

佐々生　康宏 ささお歯科クリニック　口腔機能センター 睡眠歯科医学の発展と睡眠に携わる歯科医療者の育成に注力いたします。

秀島　雅之 東京医科歯科大学歯学部附属病院　快眠歯科（いびき・無呼吸）外来 貴学会の発展ならびに、睡眠歯学を社会に周知するため、評議員として立候補致します。

石山　裕之 東京医科歯科大学　歯学部附属病院　顎関節治療部
現在、本学会の診療ガイドライン委員を担当しております。この活動を始めとして、今後も学会の運営や発展に少しでも貢献できたらと、立候補させて頂きました。宜しくお願い致し

ます。

中村　周平 東京医科歯科大学　歯学部附属病院　快眠歯科（いびき・無呼吸）外来 睡眠歯科医療の普及に貢献できるようお手伝いさせていただければ幸いです。

永島　圭悟 日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

私は日本歯科大学で、矯正歯科、睡眠時無呼吸診療センター、口腔リハビリテーション科と9年間邁進してまいりました。これからも、いち矯正歯科医として、睡眠歯科治療に携

わっていく所存です。小児・成人にかかわらず、歯科外来で睡眠時無呼吸患者を早期発見できるよう、多くの歯科医師が知見を深められるよう、睡眠口腔医学の発展に寄与して

いきたいと思います。若輩者ではございますが、目の前のことからコツコツと努力し、お役に立てるよう精進してまいります。

江野　幸子 JR東京総合病院　歯科口腔外科
私は鉄道会社の企業立病院に勤務し、運転手をはじめ職員の睡眠時無呼吸症の管理に携わっております。本学会で、ご教授いただきました経験を活かし、評議員に参画し、会

員のニーズを反映して、本学会の運営・発展に貢献する所存でございます。何卒、よろしくお願い申し上げます。

岩﨑　智憲 鹿児島大学　大学院医歯学総合研究科　小児歯科学分野

私は小児歯科医の立場から、健全な成長発育に著しく悪影響をおよぼす小児OSAを早期に発見し、適切に治療することで、その後の人生を充実したものにすることを目的に、小

児OSAの社会への啓蒙、臨床研究を通して医療従事者へ診断治療に役立つ情報発信、そして歯学部の学生への教育の3つの観点から、睡眠歯科学会での責任ある役職である

評議員として人々の役に立ちたいと考え、認定医ではありませんが、睡眠歯科医学の研究者、教育者として評議員に立候補させて頂きました。宜しくお願いします。

姉川　絵美子 久留米大学歯科口腔医療センター 睡眠歯科医療の発展に尽力して参ります。

飯田　知里 飯田歯科医院 今まで同様、睡眠歯科の発展のため、尽力していきたいと思っております。

佐藤　誠 筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構 本会の認定医資格はありませんが、日本睡眠学会の評議員で認定医の資格を有します。本会と日本睡眠学会の橋渡し役を務めさせていただければ幸いです。

有坂　岳大 太田総合病院　太田睡眠科学センター・睡眠外科学センター 歯科・口腔外科分野から睡眠歯科医学の発展に寄与したいと考えております。今回、評議員の継続を希望いたします。よろしくお願い申し上げます。

奥野　健太郎 大阪歯科大学高齢者歯科学講座 学会活動を通じて、睡眠歯科医学の発展、啓蒙に尽力する所存でございます。

長谷川　誠 群馬病院

新崎　博文 あらさき歯科クリニック 日本の睡眠歯科医療の進化および国民に対する睡眠歯科医療の貢献と、日本睡眠歯科学会の益々の発展のために、頑張っていく所存であります。

古畑　升 古畑歯科医院　古畑いびき睡眠呼吸障害研究所 理事を退き、今までの経験を生かして、評議員として学会の役に立ちたいと考えております。

千葉　幸子 太田睡眠科学センター歯科

赤根　昌樹 大阪回生会病院　歯科口腔外科 評議員選挙が立候補制に移行したため、本届を提出いたします。微力ながら学会運営に寄与する所存です。


